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年代以降の世界かいかなる国際平和と進歩の勢力のさへで全責任た。そこへ今回の条約出案が生じ状況のなかで、次のステップとしり、民廷外相が正式の外交ル1トぃ。この点では、中山崎戦争によっいように私廷は忠われる。

鉄停車T4形成し得るのか、まったくをぬわねばならない」
と威嚇してたのでめるから、ソ述側か－りすれて中ソ戦争へと事悠は
島官民してゆ手池じてソ
述大山田に瓜被
泌伊ν、て中ソ戦争の
危機さえ問えられて

（点以外火教俊）

昭和54年4月2 0日（金曜日）

四醐｜

匿亙習( 5) 

雄嶺ぬ鳥・中

条約廃棄後の中ソ関係　信濃毎日新聞-1979.04.20


